
ふれあい記録 

 実施日：令和 5年 1１月 1６日              当番者名 宮原宏至・齋藤國男     

 コース名：鐘ヶ嶽（561ｍ）日向山（404m）          （通し番号 第 1８９回） 

 天  候： 晴 

 参加者名：相川 勲、石井 公子、岩崎 宗郷、江口 正彦、小俣 悦男、神谷 順子、熊谷 信雄、

新海 昭、田中 宏巳、鶴岡 重典、西村 寿文、船橋 エイ子、細矢 清志、 

宮原 宏至、和田 龍子 (15名)      （五十音順） 

 ＜ビジター＞ 齋藤 國男、野口 和夫  (2名)  計 1７名 （男性 1３名 女性４名）                                                                                             

交 通： 集合 小田急伊勢原駅北口改札 8時 10分                            

 往路 京急(特急青砥行)金沢文庫 ６:37発→横浜６:54着   

    相鉄(快速海老名行)    ７:03発→海老名着 7:40着  

    小田急(急行小田原行)   ７:45発→伊勢原着 7:58着  

    北口バス停(神中バス七沢行)８:25発→広沢寺温泉入口９:00着                                       

 復路 バス停日向薬師(伊勢原行) 15:20発→小田急伊勢原 15:40着 

    小田急伊勢原(急行町田行) 15:58発→海老名→相鉄横浜 16:58着 

                                       

コース:歩行:約５時間 距離:約 9.1km 歩数:約 23600歩 累積標高:登り 801m下り 744m                                                 

    バス停広沢寺温泉にて体操 スタート９:15→七沢浅間神社鳥居場(鐘ヶ嶽登山口) 

    →10:40 上杉定正(1443～1494)内室墓→覗きの松→11:15 七沢浅間神社→11:30 鐘ヶ嶽山

頂→12:00 山の神峠(昼食)→山神隧道→大釜弁財天→14:20 日向山山頂→日向薬師(霊山

寺宿坊)→15:00神中バス停日向薬師→15:20小田急伊勢原行乗車→15:45駅前 ゴール                                                                                                                                  
                                             

 みどころ 

・ 信仰の山鐘ヶ嶽(頂上付近に七沢浅間神社,神仏混合時の寺院跡)への登山道入口に鳥     

居あり。登山道は参道であり、1～28丁目までに道標石碑(石仏)が設けられ神秘的 

・横浜、ランドマークタワー、相模湾、江ノ島を遠望。 

・頂上付近は始祖、扇谷上杉氏の当主(定正)の支城跡。本城(現県リハビリ S/T)の見張り台 

・13丁目付近に上杉定正内室の墓。定正墓(供養塔)は広沢寺にあり。道灌殺害後早雲に陣没 

・26丁目の脅威の石段(342段)を登れば七沢浅間神社 

・日向薬師（日向山霊山寺宝城坊）庶民信仰→「朝観音夕薬師」のたとえあり 

・ 大釜弁財天(雨乞い) 大沢川上流の釜形の霊験あらたかな滝壺 

 自然観察 

・ 観察そっちのけで無我夢中に登った為か気付いたのはわずか。 風に揺れる真っ赤な烏瓜、 

青空を突く鈴なりの渋柿、ススキの穂がホアホア、斜面になぜかカボソイ桐の木が一本、ア

マショクパンに似た風化した奇岩、 山の紅葉は一ヶ月後か。 

 特記事項 

・ふたつの山(鐘ヶ嶽、日向山))を巡るオリジナルコースの設定 

・ 登山道標(1～28丁目)に独特の神仏像をモチーフした例は類まれ 

・ 体調不良のお二人(相川さん、細矢さん)の復帰で今回は会員全員参加 

・ この好天、全員完歩、遠空から亡くなった柴崎さんの見守りのおかげ 合掌 

                                    

                          「ふれあい記録」メール送り先：江口、熊谷 


